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東アジアにおける地質構造と炭化水素および金属鉱物資源

CCOPのIDOE計画について(1I1)一2

佐野竣一(海外地質調査協力室)

4.鯛A征A蕊プロジェクトの計画と実施の概要

1973年9月バンコクでCCOP･IOC共催の下に

⑰O固計画ワｰクショップが開催された後CCOP加盟各

国はワｰクショップで選定された6つのトランセクト

地域を中心としてIDOEプロジェクトに参加するため

の計画を作成し1978年8月ソウルで開かれたCCOP

第11回会合に下記のような計画を提出した.この計画

の作成にあたって当時CCOP事務局員であったT.W.

C･HILDE博士(現テキサス農工大)が各国を巡回して協

力した･これらの計画のうち陸域での研究の一部は

加盟発展途上国で実施されその他の研究のいくつか特

に海域での研究は先進国により実施されている.こ

れらの調査航海では各国から鍵出された計画のいくつ

かとそれ以外の研究とカミまとめて実施されている.

インドネシア

スマトラ･トランセクト

西部インドネシアを通るこのトランセクトは錫鉱産地
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第5図CCOP-IOC/SEATARプロジェクトの計画側線
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活動申のサブダクション･ゾｰン外弧列トランスフ

ォｰム断層の通る山地およびそれに接する産油堆積盆地

を横切っている.この陸域ではインドネシア地質調査

所による図幅調査が実施され陸海域にわたって石油そ

の他の探鉱活動が行われている.

�

インドネシアではSEATARプロジェクトの研究のた

めに鉱山省･地質調査所･地質鉱業研究所･プルタミ

ナ･レミガスなどから租る国内作業グルｰプが組織され

先進国からの援助も集中し活発に研究が行われている.

鉱山総局長のJ.A.K畑ILI博士はこのプロジニ｡クド

の実施のための政府間協議体であるCCOP-IOC共同作

業グルｰプ(本誌216号参照)の常任議長に指名され

インドネシア国内作業グルｰプの事務局長は鉱山省多国

間協力課長がつとめている.スマトラ･トランセクト

の責任者には科学研究院(LIPI)地質鉱業研究所長F

H舶岬AT博士が選ばれた.

このトランセクトではスクリップス海洋研究所の

スクリップス海洋研究所

トｰマスワシントン号

INDOPAC第4次一第8次航海1976年

同上第9次一第13次航海1977年.一一一一一

西独地質科学天然資源研究所

ヴァルテン刺ア号

VA-16-2次一4次航海1977年…一一･㎞一･･…

ウッズホｰル海洋研究所

アトランティス2世号
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線6図CCOP-IOC/SEATARプロジェクト海洋地質地球物理学調

査の実施側線図�
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第7図ニアス島を通るスマトラ島弧浅部の概念的断面図(K蛆IGによる)

V･Vム｡QUI蝸教授の指導による石油抗弁のデｰタを中心

とする温度勾配の編集(プルタミナレミガス等)英

国地質科学研究所の協力による重力探査や地質調査(イ

ンドネシア地質研究所)京都大学の協力による古地磁

気学的研究オランダの研究者の協力による絶対年代測

定およびコｰネノレ大学のD.K畑IG教授らの協力による

外弧の島喚の地質調査(以上地質鉱業研発所)だとが実

施されてきた､

1977年3月から4月1こかけてスクリップス海洋研究

所の調査船トｰマス･ワシント;■号によるINDOPAC

調査第12次および第13次航海がそれぞれコｰネノレ大学

のD.KARIG教授およびスクリップス海洋研究所のG.

RS亘0R,Jr.教授を主席研究員としてジャワ海溝を中

心として実施された.この研究の目的はサブダクショ

ン･ゾｰンの上部のプレｰト上の物質の構造と歴史を解

明することでなおサブダクション･ゾｰンに関係す

るすべてのプロセスを理解することを希望している.

このため第12次航海でマノレチチャネル反射地震探査を

第13次航海でLIPIの調査船と共同で二艦式屈折地震探

査を実施するとともに各種の物理探査採泥および地

殻熱流量測定を行った.

K畑I⑤教授は麗に石油企業から提供されたデｰタ

を含めこれまでの研究結果をまとめてスマトラのサ

ブダクション･･ゾｰンの発達吏を論じたが(第7図)

この論文は近く大陸縁辺部の地質に関するん肥GMe一

血｡irに発表されCCOPのテクニカル･ブレティン12

号(1978年10月頃発行予定)にも再録される.

チモｰル･バンダ･トランセクト

東部インドネ漸アを通るこのトランセクトはユｰラ

シア太平洋およびインド禅プレｰトの衝突するところ

にあり島弧を形成する物質の起源や縁海盆の性質が問

題であり石油ならびに鉱物資源がともに関係している.

この地域はチモｰノレとフロレス海およびハニ■ダ海

に分布する諸島を除げば大部分海域である.西部イ

ンドネシアに比較すれば麗存の知識は非常に少ない.

チモｰノレ･バンダ･トランセクトの責任者はインド

ネシア地質調査所次長のH.M.S,Hム蜘｡N0氏である.

3つの巨大プレｰトの衝突の影響によるバンダ島弧の特

異な形態によって先進国の科学者の関心はこのトラン

セクトに集中している.インドネシア地質調査所は

1975年秋調査船シャラニディ号によってバンダ弧の島

嘆の地質調査および重力調査を実施し採取した岩石試

料の地球化学的研究を行っている.

1976年夏にはスクリップス海洋研究所の調査船トｰ

マス･ワシントン号によるINDOPAC調査第8次航海

がααS亘0R,JL教授を主席研究員として実施された.

この研究の目的はバンダ海バンダ島弧およびオｰスト

ラリア大陸に続くサバル陸棚の構造と歴史を解明するこ

とであり調査船アトランティス2世号との共同による

2船式屈折地震探査が広い海域にわたって実施されたほ

か各種の物理探査や熱流量測定が行われまたイン

ドネシアの調査船ケプラ号の協力によりいくつかの島

喚で地質調査や地震観測を行った.この結果一般的

に構造は恐らく通常の島弧下のサブダクションの過

程と島弧および東南アジア大陸の破片とオｰストラリ

ア大陸とのヒマラヤ型の衝突との中間的溶状態として説

明されるものと思われる.

1977年3月には西独の地質調査船ヴァルディヴィア

号によるVA-16-2C航海が西独地質科学天然資源研

究所(旧地質調査所)のK.HINTz博士をはじめとする

西独の研究者のほかオｰストラリアおよびインドネシ

アの研究者を招待してチモｰル島スンバ島およびフ

ロレス島付近の海域を中心として実施された.オｰス

トラリアのフリンダｰズ大学によりサウ島に設置された

地震計との共同観測により屈折地震探査が実施されそ

の他の物理探査も実施された｡チモｰル島付近の研究�
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の予備的な結果によればチモｰル海溝が最近沈降した

証拠はあるがチモｰル島南方でサブダクション･ゾｰ

ンが活動した証翅はないようである.

1976年に開催されたCCOP-IOC共同作業グルｰプ第

2回会合の際にカリマンタンとスラウェシの間のマカ

ッサル海峡の地域地質の予察的調査に関する報告カミ行わ

れKムTエLI博士はマカッサノレ海峡で比較的新しい時代

に海底拡大が行なわれたであろうと主張しこの仮設を

実証するための研究を要望した.西独の調査船は前

述の航海に引続きマカッサル海峡およびスル海を通過

するYA-16-3航海を1977年3月から4月にかけて実施

し各種の物理探査を行った1

トｰマス･ワシントン号によるINDOPAC調査では

さらにバンダ･トランセクト北方のモルッカ海でサ

ンギヘ島弧とハルマヘラ島弧とが衝突していると考えら

れるこの海域の地下構造を明らかにするためにカリフ

ォルニア大学(サンタクルス)のEliSI岬服教授を主

｡絹
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任研究員として第7次航海が1976年夏に1977年1-

2月には第10次航海が行われた.これらの航海で屈

折地震探査その他の各種の物理探査および採泥が行われ

たが厚い堆積物の存在を暗示する大きなフリｰエア重

力異常が発見された.

ジャワ･トランセクト

1973年バンコクで開催されたワｰクショップで決定さ

れた上記2つのトランセクト地域のほかにジャワ･ト

ランセクトが設定されインドネシア地質調査所地球物

理研究課長M.UNm蝸氏が責任者となっている1

このトランセクトの陸域では工業技術院国際産業技

術研究協力事業(ITIT)による日本およびインドネシア

両地質調査所の共同研究カミ1973-76年の4年間実施さ

れ重力デｰタの解析岩石試料の物理的性質の測定や

古生物学的研究が行われた.この共同研究の報告書は

1978年にインドネシア地質調査所により出版された.

また国際協力事業団専門家として派遣された東京大
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学渡辺曄彦博士および地質調査所松林修技官らにより

1976年および1977年に地殻熱流量調査が行われ京都

大学による古地磁気学的研究なども行われている.

1976年にウッズホｰル海洋研究所の調査船アトランテ

ィス2世号によるオｰストラリア北西海岸沖の航海で

側線の一部がジャワ海溝まで延長された.これらの研

究の成果が公表されさらにこのトランセクトの海域で

調査カミ実施されることが望ましい.

韓国

海底地球物理学的方法による日本海の深部地質構

造の研究

目本海の発達は朝鮮半島の地殻構造の発達に関係して

いる.西部目本海の海底下の地質および構造を研究し

韓国南部東海岸の哺項より沖合にのびていると推定され

る新第三紀層を追跡し炭化水素の存在の可能性を調査

する.屈折地震探査およびそのほかの海上物理探査

熱流量測定および操泥等が計画されたカミ現在のところ

実施の見込みはない.

朝鮮半島の地殻構造の地球物理学的構造地質学

的研究

韓国の地質構造は一般に北東一南西方向にのびるいく

つかの構造区にわけられ西は黄海の浅い大陸棚で東

は深い日本海で区切られている.一般に西方で隆起

が東方で沈降カミおこり南北方向にのびる海岸線は隣

接する海洋の発達と関係づけられるであろう.深部の

構造発達と東西および南北方向の構造の相互関係は不明

である､鉱床と密接な関係にある新しい迷入岩とそれ

を覆っている地層との関係も明らかにされていない.

これらの問題を解決するために韓国を横断して東西

両海岸を結ぶ側線を設定し地質学的地球物理学的総合

研究が計画された.その一部として韓国資源開発研

究所(旧地質調査所)で各種岩石資料の岩石学的地球化

学的研究が実施された.

朝鮮海峡の重力探査

朝鮮半島を特徴づける北東一南西にのびる地質構造は

朝鮮海峡の海底にのびていると考えられる.一方南

方の済州島は第四紀の玄武岩からなっている.1969年

にProjectMAGNETによって空中磁気探査が実施さ

れ半島の構造と同様な方向をもつ磁気異常が発見され

その1つは済州島までのびている.この海域の東部で

は石油会社による地震探鉱が実施された.

朝鮮海峡の地質構造を解明するため船上重力探査が

計画され先進国による援助が求められたが現在のと

ころ実施の見込みはない.

マレｰシア

マレｰ半島中部室カおよび磁気探査

マレｰ半島西海岸のゲランから東海岸のグアンタに至

るこの側線は過去のサブダクション･ゾｰンであった

と考えられる南北にのびる衝上断層を横切り地質調査

だけでは不可能な深部構造の解明のためマレｰシア地

質調査所によ一り計画された.研究の実施については報

告されていない.

国際協力事業団により技術協力専門家として派遣され

た東大渡辺曄彦博士および地質調査所松林修技官らの指

導による地殻熱流量の測定が1976年および77年にこ

の地域で行われた.

マレｰ半島の鉱化作用の絶対年代

この地域の岩石の絶対年代の測定は既に行われている

が鉱化作用の年代の資料はほとんどなくとくにいく

つかの時代にわたって鉱化作用添あったと考えられる場

合のデｰタは全くない.前記の重力･磁気測線および

その付近の地域で17ヵ所の鉱化帯を選ぴマレｰシア

地質調査所がサンプリングおよび試料の予備処理を行い

外国の研究機関に測定を依頼する計画がたてられた.

この研究の実施については報告されてい狂いがスイ

スの援助によりマレｰシア地質調査所に年代測定実験室

カミ設置されることになった.

マラッカ海峡北部海洋地質調査

マレｰシア地質調査所により提案されたこの研究の目

的は

(1)海底堆積物とくに第四紀堆積物について研究し錫やそ

の他の重鉱物のポテンシャルを決定するため二次錫鉱床

の分布や集積の一般的狂メカニズムを解明しスンダシェ

ルフの第四紀地質学に貢献する.

(2〕

��

堆積盆地の形状を定め基盤岩の断層構造を研究し錫の

初生鉱化作用の地域的分布を考察しさらに主要堆積盆地

の構造の調査によって第三紀層中の炭化水素ポテンシャル

を推定する.

海洋地質学的研究により南タイプケ島沖の錫鉱床帯の

南限を決定する.

このため各種の物理探査や採泥を含む海洋地質調査

が計画された.1976年4-7月西独の援助によって�



一52一

インドネシアｰマレｰシア共同マラッカ海峡調査として

この提案の目的にそった海洋地質調査が実施された.

しかしこのプロジェクトはCCOPの砂層重鉱物作

業計画に含まれている.

特に錫を胚胎する花闇岩および錫漂砂鉱床の位灘

を中心とするマレイ半島の西側大陸縁辺の起源と

地質史

マレｰシア理科大学(ユニバｰシティ･サインズ･マ

k一シア)により提案されたこの研究の目的は

ω第三紀および中生代一古生代の地層の厚さ構造および範

囲ならびに大陸棚および斜面下のプレカンブリア紀基盤の

存在の可能性特に第三紀層の石油ポテンシャル.

(2)マレｰ半島を横切るトランスフォｰム断層であるクロンｰ

マノレイおよびラノン断層の位置範囲および運動方向

(3)漂砂鉱床の濃集に有望な第四紀地形変動の地域

などカミある.

マラッカ海峡北部およびアンダマン海峡北部で各種

物理探査および採泥を含む海洋地質調査が計画された.

この計画はタイ鉱山局より提案されたアンダマン海盆

の研究と実質的に重複する.

パラワン海溝･キナバル山･スル撮トランセクト

マレｰシア地質調査所サバ支所により提案されたこの

トランセクトは炭化水素を胚胎する厚い第三紀堆積層

それに接する古いフリッシュ型の榴曲した堆積物第三

紀のオフィオライトおよび花開岩カミ共存しいくつかの

鉱化作用カミみられる複雑在地質構造の山地さらに東方

の新しい堆積盆地を横切る.キナバル山地周辺の地域

は2つの小プレｰトが相接している地域と考えられる.

具体的な研究計画は提案されなかった.

マラヤ大学地質学教室の計画

マラヤ大学は特にマレｰシア国内に限定世ず下記

のような研究を通じてSEATARプ回ジェクトに参加す

ることを希望している.

･首地磁気学的研究.

･南シナ海周辺の大陸斜面の地形および錨球物理学的概査.

･放散虫による鍵層の時代決定.

･中部マレイ半島横断測線(クアラルンプｰルｰクアンタン)

の構造地質学的･層序学的･岩石学的および地球物理学的研究.

･マラッカ海峡および東シナ海の堆積学的および地球化学的研

究.

･地域層序学的および古生物学的研究.

･縁海盆地の海洋地質および隣接陸塊のオフィオライトの総合

的研究.

･北スマトラアテ地域の鋤質.

･マレイ半島周辺海域の重鉱物および鉱物含有量の研究.

実際に当大学のN.S.HムILEおよびC.HUc亘IsoN

両教授はインドネシアのバンダ海の調査に参加し地

球化学的および古地磁気学的研究を行っている.

フイリピ1ン

光ルソン･トランセクト

北部ノレソンの地質および既知の鉱物資源は白亜紀一第

三紀の島弧の構造的特徴と現在のプレｰトテクトニクス

的運動とに密接に関係している.フィリピン鉱山局お

よびフィリピン大学とにより提案されたこの研究で特に

強調される点は

11)金属鉱床とプレｰトテクトニクス的要素とくにサブダクシ

ョン･ゾｰンとの関係

(2)2つの相対するサブダクショ1■･ゾｰンの時間的および空

間的関係

(3)フィリピン海の大東ルソン海膨(ベンハム･ライズ)の性

質とプレｰトの運動との関係

(4)海洋地殻相互間の作用と海洋地殻一大陸地殻間の相互作用

との比較およびフィリピンに多い銅･金銀鉱化作用と東

南アジアに多いモリブデンｰ錫一タングステン鉱化作用と

のコントラストの説明

(5)海底および陸上での炭化水素鉱床の理想的な位置

である.

このため北緯16度線を中心として既存デｰタの編

集を含む陸域および海域での総合的研究の5ヵ年計画が

作成された.

フィリピン鉱山局は陸域の地質調査重力探査および

空中磁気探査を実施している.トランセクト以外の地

域だとえばセブ島を含めて岩石学的･地球化学的お

よび古地磁気学的研究がカリフォルニア大学･コロラ

ド鉱山大学･コロンビア大学およびコｰネル大学からの

米国の研究者の協力によって行われている.トランセ

クト地域の一部の空中磁気探査は金属鉱業事業団によ

る協力基礎調査により実施されその他の区域について

はフィリピン鉱山局により実施されているカミ1977年

に国際協力事業団により地質調査所から小川克郎技官

ら数名の専門家が派遣され調査システムの確立やデｰ

タ処理および解釈に協力している.さらに1977年よ

り工業技術院の国際産業技術研究プロジェクトとして

地質調査所はフィリピン鉱山局とトランセクトの地殻構

造の共同研究を実施する.また国際鶴カ事業団によ

り技術協力専門家として派遣された東大渡辺揮彦博士お�
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よび地質調査所松林修氏技官らの指導による地殻熱流量

の測定が1976年および77年にこの地域で行われた.

1976年夏に行われたスクリップス海洋研究所の調査船

トｰマス･ワシントン号によるINDOPAC調査はル

ソン島西海岸沖の海域とともにマリアナ島弧の研究が

精力的に行われた.スクリップス研究所のJ.W.

HAwKI胴,Jr｡博士を主席研究員とする第4次航海では

パラオ島とグアム島との間で代表的和島弧一海溝系と

考えられる海域を調査し各種物理探査や採泥柾とが行

なわれたほかグアム島ヤップ諸島およびパラオ諸島

の島噴上での調査も行われた.

スクリップス海洋研究所のG.G.S亘0R,土教授を主

席研究員とするマリアナ諸島周辺での第5次航海では

フィリピン海という縁海盆での海洋地殻の変化を研究す

るため台湾国立海洋研究所のチウリエン号との協力に

よる二艦式屈折地震探査が行われ屈折法に関する技術

的な研究も行われた.さらにスクリップス海洋研究

所の亙･P･S囲Pム醐教授を主席研究員とする第6次航

海ではルソン島西海岸沖とくにアブラデルタ沖の

海底峡谷の海流の調査が主目的であったが反射地震探

査の結果は陸域の地質構造と海域の構造との関係を示

している.

西独の地質調査船ヴァルディ､ヴィア号によるyA-16-

4航海では1977年4-5月西独地質科学天然資源研

究所(旧地質調査所)のK.HINTz博士を主席研究員と

して主としてルソン島東方の西フィリピン海において

プルチチャネル反射地震探査を含む各種物理探査および

採泥等が実施された.

これらのフィリピン海での調査は1978年に実施され

る予定の国際深海掘削プロジェクト(IPOD)の事前調査

としても貢献している.IPODの掘削地点調査にはラ

モント･ドノ･ティ地質研究所の調査船も参加している.

によりフィリピン諸島および周辺海域で計画された.

フィリピン鉱山局は縁海トランセクト地域の陸域での

空中磁気探査を行っている.西独の地質調査船ヴァル

ディヴィァ号によるVA-16-3航海ではスル海で各種

の物理探査および採泥讐が行われた.

タイ

南タイ･トランセクト

古生代後期から二畳紀初期の堆積岩および変堆積岩な

らびに新しい花開岩が南タイ半島部にほぼ南北方向に

のびて遊行に走っている.この構造がかつての島弧

系の発達を示すものかまたは島弧生成の成熟した段階

を示すものかを研究する.中生代および古生代の岩石

の貫入にともなう錫一タングステンの鉱化作用はこの

地域で最も優勢である.このような錫の濃集が地域的

な活動とは幾分異なった活動によるものかどうかを明

らかにする.

このためタイ鉱物資源局により南タイを横断する

2つの東西測線の地表での総合調査およびこの2側線

を含む地域での空中磁気探査カミ計画された.これらの

計画は現在のところほとんど実施されていない.

て

南タイ陸海域の空中磁気探査

前記の陸域の両側の海域特にアンダマン海におい

(1)磁気基盤の決定

(2)主要断層の探査

(3〕海域での岩相の区分

(4)錫を胚胎する花陶岩体の追跡

(5)可能ならばアンダマン海での地磁気縞模様の同定

を目的とする空中磁気探査がタイ鉱物資源局およびチ

ュラノレンコン大学により計画された.現在のところ

実施の見込みはない.

縁海トランセクト

フィリピン離島をとりかこむ南シナ海スル海および

セレベス海の起源は世界申の縁海のなかでも独特のもの

であろう.それらは小規模な海洋底拡大で大陸地

殻の海洋化で沈降であるいは島弧と古い海洋地殻を

残してのサブダクション･システムの連続的移動で生成

されたのか現在のデｰタだけでは結論は得られない.

住お縁海での炭化水素の貯りゆう層を見出すことが

この研究のもう1つの目的である.

このため空中磁気探査や海洋地質調査を含む各種の

総合的調査カミフィリピン鉱山局およびフィリピン大学

アンダマン海盆の地質および地質構造ならびに周

辺の金属石油ガス鉱床箒の分布

この研究の目的はアンダマン海の形成の時代と地質構

造発達吏を解明しアンダマンｰニコバル爵弧および東

方のマレｰ堆積盆地とアンダマン海の発達とを関係づけ

ることである.海底地形と地震の発生はアンダマンｰ

ニコバル隆起帯の東に地溝帯が存在することを示唆して

いるが従来の調査ではそのような証翅はえられてい

ない.このためタイ鉱物資源局およびチュラルシコ

ン大学によりアンダマン海の総合的海洋地質調査が計

画された.�
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1977年2-3月スクリップス海洋研究所の調査船ト

ｰマス･ワシントン号によるINDOPAC調査の一部と

して同所のJ.RCU脇AY教授およびD.G.Moo蝸

博士を主席研究員とする第11次航海がアンダマン海域

で実施された.この航海の目的は従来の研究に引続

きアンダマン海およびニコバル海嶺の地質構造と地質

吏の理解を深めることでアンダマン海はそのほかの張

力により生成された拡張型の海盆とは異なっているよう

に思われる.

シャム湾の地質とプレｰトテクトニクスおよび関

係鉱床に対する意義

この研究の目的は

(1〕シャム湾の構造発達史の理解を深めこの堆積盆地の形成

機構を含む断層および榴曲の起源幾何学的形体時期

および様式を解明する.

(2)堆積盆地の形成がヒマラヤ造山期にインド亜大陸とユ

ｰラシアプレｰトとの衝突の影響をどのように受けたか

過去に活動し第三紀に停止した海洋底拡大がシャム湾でお

こったか否かを決定する.

(3)堆積盆地の真の幾何学的形態を調べ単純な向斜構造か

複雑な断層に支配された構造かを決定する.

(4)陸上にあらわれている主要断層の特徴と変動の時代を研究

する.

(5)可能ならばシャム湾の西側に古いサブダクション･ゾｰ

ンが存在したかを確める.

(6)基盤中の岩石の分布を研究し南タイ半島部およびタイ北

東部の錫の鉱化作用と花開岩の時代との関係を解明する､

(7)第三紀の堆積の特徴相対的年代岩相分布および地質史

を決定する.

このためタイ鉱物資源局により総合的海洋地質調

査が計画されたが現在のところ実施の見込みはない.

なおシャム湾およびアンダマン海域で掘削された石油

坑井の温度勾配の資料の編集がタイ鉱山局により行われ

た.

北部タイ･トランセクト

ビルマの第三紀層の東に一般に南北にのびる卓越し

た新第三紀の構造は南方のアンダマン島弧およびアン

ダマン海盆に関係をもつ古い島弧を暗示していると考

えられる.この考え方カミ正しいかどうかまたこの

先第三紀の構造がコラｰト高原の大陸地塊とどのように

結びついているかを研究する.鉱化作用に影響を及ぼ

している構造は古い島弧に関係づけられるであろう､

特にメントの中生代の亜鉛の鉱化作用およびタクのホｰ

フィリｰカッパｰの鉱化作用カミ研究される予定である.

このためタイ鉱物資源局によりこのトランセクト神

域において空中磁気探査を含む各種の地質地球物理学

的調査が計画された.これらのうち熱流量測定が

タイ北部において東大渡辺曄彦博士地質調査所松林

修技官ら国際協力事業団派遣専門家により1976年およ

び77年に実施された.東大上田誠也教授の指導により

測定結果がまとめられCCOPのTechnica1Bu11etin

12巻に発表される.

5.先進国･国際機関によるS弼ATARプロジェ

クトに対する協力

上述のようにSEATARプロジェクトの研究の大部

分は先進国の協力により実施されている.その上直

接このプロジェクトに対する参加･協力として実施され

ているものではないがこの地域でいくつかの関連あ

る国際共同研究や先進国による研究活動が行われてい

る.

西独

西独地質調査所の調査船ヴァノレディヴィア号によって

1977年2-5月インドネシアのチモｰル･バンダ･ト

ランセクトフィリピンの北ルソン･トランセクトおよ

び縁海トランセクトならびにその周辺の海洋地質地球物

理学的研究を実施した,

日本

わが国では独白のSEATARプロジェクトを実施する

予算が認められるに至っていないが上述のように

CCOP加盟国のSEATARプ回ジェクトに対する技術

研究協力が行われている.

��

インドネシアマレｰシアフィリピンタイおよびパプ

ア･ニュｰギニアでの陸域の地殻熱流量測定に対して

1976および77年に東京大学および地質調査所の専門家を

国際協力事業団を通じて派遣し関係各国に温度勾配測定

用プロｰブを供与しCCOP事務局に各国で持廻り使用

するため熱伝導率計を寄贈した.

12〕工業技術院国際産業技術研究事業(ITIT)研究プロジェク

トの1つとして1973年より76年まで地質調査所とイン

ドネシア地質調査所との共同研究としてジャワ･トランセ

クト陸域の研究を実施した.引続き1977年よりフィ

リピン鉱山局と空中磁気デｰタの解釈を主としてルソ

ン･トランセクト地域についての共同研究を実施する.

13)わカ酒の関係研究機関は日本周辺海域およびフィリピン海

北部において活発に海洋地質地球物理学的研究を実施して

いる.1973年バンコクで開催されたワｰクショップで設

定された西南日本トランセクトの海域では地質調査所によ

る調査船白嶺丸の研究航海添行われ太平洋側に関しては

成果が発表されつつある.また地球内部ダイナミクス�
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計画(GDP)によってフィリピン海北部や周本の島弧の

研究が関係機関によって行われた.したがってこの地

域のデｰタは蓄積されつつあるので今後深海域におよ

ぶマルチチャネノレ反射地震探査が行われSEATARプロ

ジェクトの立場から取まとめカミ行われることが望ましい.

(4)地質調査所の星野一男技官らは米国地質調査所が作成し

CCOP事務局を通じて入手した西南日本のLANDSAT

モザイクを解析して東北地方の解析と比較した(本誌274

皆P.42第4図).この論文はCCOPのTechnical

Buuetinユ2巻に発表される予定である.なお撃者は

島弧を横断するトランセクト間の比較研究の資料とするた

め星野技官と協力して東北日本および西南日本の地質･

地球物理および鉱床関係資料による横断面を作成した(第

g図).

(5)京都大学理学部笹島貞雄助教授の研究グノレｰプとインド

ネシア地質鉱業研究所との共同研究としてスマトラおよ

びその他の地域で古地磁気学的研究が行われている.

*国

米国では米国科学財団(村SF)の下に1974年にこ

のプロジェクトに対する運営委員会が組織されラモン

ト･ドハテイ地質研究所のD･E･HAY鵬.博士が委員長

に選ばれた.

第1期の事業として関係海域の既存デ∵タの編集が

とりあげられ(本誌261号参照)1977年共同グルｰプ

第3回会合でその成果か発表された.これらの編集図

は(1)堆積物アイソパック(2)地殻構造(3〕

フリｰエア重力異常(4)全磁力異常(5)地質構

造要素(古地磁気を含む)および(6)地殻熱流量･

温度勾配および熱伝導率で米国地質学会(GSA)から

出版される予定であるが今年末に原稿図を関係者に配

布するということである.第2期の事業として海域

を主とする研究にNSFより年間約100万ドノレが交付さ

れ1976年夏および一977年.1-7月に'1スクリップス海

洋研究所の調査船トｰマス･ワシントン号によるINDO

PAC調査が前述のようにインドネシアのスマトラ

･トランセクトおよびチモｰル･バンダ･トランセクト

タイのアンダマィ海ならび年その他の海域で実施され

ウッズホｰノレ海洋研究所のテトラソティス2世号もチモ

ｰル･バンダ･トランセクトの調査に参加した.また

インドネシアおよびフィリピン陸域の研究も行われた.

このプロジェクトにより得られたデｰタは野外調査

後一年以内にワシントンの世界デｰタセンタｰA(WD

CA)に送ることになっている.他の国の研究機関も

デｰタ交換のためこの措置にならうことが勧告された.

ソ連

ソ連はIGCPのオフィオライト･プロジェクトによる

事業として1976年同国調査船ディミトリ･メンデレフ

号によるフィリピン海の調査を実施した.またSEA

TARプロジェクトの海域で海洋地質地球物理学調査を

実施している.これらの成果はSEATARプロジェク

トに貢献するであろう.

CCOR事務局

CCOP事務局はCCOP-IOC合同作業グノレｰプの事

務局として作業グルｰプの会議の準備･運寧先進鴇

カ国による協力の伸介などを行っている.

とくに1976年ユ月19-24目バンコクでリモｰトセ

ンシングワｰキンググルｰプの会合特に東アジアIDOEト

ランセクトに沿う衛星映像の解釈に関する会合も開催し

た.

米国地質調査所はトランセクト地域の衛星映像モザイ

クを提供しS.J.GAw蝸醐博士を専門家として派遣

した.また地質調査所から星野一男技官が招待され

て出席した.モザイクの解釈の結果の一部は1976年の

第二回合同作業グルｰプ会議に報告された.

CCOP事務局に派遣中の地質調査所の河田清雅衰官は

インドネシア地質調査所の資料を用いてバンダ島弧の

火山岩の岩石化学的研究を行った.

その他

オｰストラリアの専門家は西独ヴァルディヴィア号

の航海に参加しオｰストラリア北酉海岸の海洋地質調

査および小スンダ列島の屈折地震探査に協力した.英

国の専門家はスマトラおよびチモｰル島でインドネ

シア地質調査所に協力して地質調査に従事しまた

UNDP専門家としてビ〃マを通るトランセクト地域の

鉱床学的調査を行っている.これらの成果はSEAT

ARプロジェクトに寄与すると考えられる.

おわ.りに

SEATARプロジェクトは前述のように活発に実

施され特定の海域では二艦式屈折地震探査やマルチ

チャネル反射地霧探査が高い密度で実施された.一方

ある地域では当初たてられた計画がほとんど実施され

ていない.このような状勢を反映してCCOP第14回

会合の機会に1977年9月末マニラで開かれた合同作業

グルｰプ第3回会合では次の勧告が承認された.�
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(1)合同作業グルｰプほ1975年8月東京での第1回会合で承

認されたSEATAR計画の目的および手続きに関する勧

告を再確認した.

(2)合同作業グノレｰプはSEATAR計画の下で実施されたプ

ロジェクトを評価し計画と実施との間のギャップを指摘

しIDOEの終了(1980年12月31目)までに実施が必要な

プ回ジェクトのリストを作成するために1978年にワｰク

シ目ツブを開催することを決定した.ワｰクショップは

さらに次の10年間に対する最初の計画を作りIOCの加

盟国および関係機関に提出するよう要求されている.

SEATARプロジェクトの実施機関CCOPおよびIOC

ならびにユネスコ海洋科学部は財政的に援助すべきである.

このワｰクショップは1978年のCCOPおよびSEATAR

の会合の前にバンドンで開催される.

(3)合同作業グルｰプはさらにCCOPの加盟発展途上国の

カウンタｰバｰトと協力して共同研究を行おうとする研究

機関や科学者は関係CCOP加盟国の当局と公的な関係

を確立するためCCOP事務局に連絡することを勧告し

さらにCCOP事務局は関係国際機関研究機関および

科学者と密接な関係を保ち研究計画に関し情報を交換す

ること.またこの計画の進行状況についてCCOP加盟

国の代表に常に情報を提供することを勧告した､

14)合同作業グルｰプは最後にCCOP事務局カ三次の第4回

会合を1978年にシンガポｰルで開かれるCCOP第15回

会合の時期にあわせて上に提案されたワｰクショップの

あとに招集することを勧告した.

I皿0盟/甑ATARプロジェクト関係文欝

CCOト五0Cワｰクショップ(1973年バンコク)報告欝

CCOP二IOC,1974,Meta11ogenesis,hydrocrabonsandtec-

tonicpatternsineastAsia:UnitedNationsDeマe1op一

皿entpro駆amme(CCOP),Bangkok,158p.

CC0}第11回会合(1974年ソウル)提出関係文欝

TheDelegationofIndonesia:1974,Notesonimp1ementa･

tionofCCOP/IDOE1973workshoPreco血menda-

瑩潮���潮�楡���敬�����楯湃�倬

��斗�倬�湧歯�倬����

TheDe1egationofInaonesia,1974,Geo1o曇｡a1Su岬eyof

�摯��愨����散瑳��������歳��

recommendationsBangko良,September1973:Proc.

e1eマen伍sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangkok,p.

����

K畑LI,J.A.,1974,P1atetectonics,magmatism㎜dminer-

��慴楯���潮�楡���������楯湃�倬

��斗�倬�湧歯�倮���㈮

TheDe1egationoftheRePublicofKorea,ユ974,In∀esti-

9ationofthedeePgeo1ogica1stmctureof士beEast

�慢潴瑯�祭�楮敧���楣�浥�潤猨��一

CCOP-KoreaProjectI):Proc.e1e∀enthsession

CCOP,UNDP/CCOP,Ban敏｡た,p.162-165.

TheDe1egationoftheRePublicofKorea,1974,GeoPhy一

������捴��来漱����潦�散���

��捴��晴���慮健��由愨��斗�倭

KoreaProjectII):Proc.e1even出sessionCCOP,

UNDP/CCOP,Bangた｡},p.166-169.

TheDe1egationoftheRepub1icofKorea,1974,Gra抗ty

su岬eyoftheSouthSea,RepublicofKorea:e1eventh

sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangkok,P.169一ユ71.

TheDelegati㎝ofMa1aysia,1974,GravityandInagnetic

surveysa1ong出eKelang-KuantanTransect:Proc.

eleven出sessionCCOP,UNDP/CCOP,BangkoL,

����㈮

TheDe1egationofMa1aysia,1974,Progra㎜meOnisOtOPic

datingofmineraIizati㎝inPeninsularMa1aysia:

Proc.e1e∀enthsessionCCOP,UNDP/CCOP,Bang-

歯�倮�㌭��

TheDe1egationofMa1aysia,1974,O任shoreProjectinthe

却牡楴���慣��潭�牴��湧瑯��界慮札

kawiundertheIDOEPro馴amme:Proc.eleventh

sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangヒ｡k,p.177-179.

TheDe1egationofMalaysia,1974,Theoriginandgeo1o･

由｡histroyofthewestemcontinenta1marginofthe

MalayPeninsu1a桃hspecialfocuson出elocation

潦瑩渭��楮�牡����瑩��捥�����癥��

sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangkok,p.180･一183.

TheDe1egationofMa1aysia,1974,Descriptionand5usti一

五｡ationofproprsedPalawanTrough-Mt.Kinabaru-

Su1uSeaTransect:Proc.e1eマenthsessionCCOP,

��斗�倬�湧歯�倮��

TheO伍｡eoftheProjectManager,1974,Participation

bytheDepartmentofGeo1o敏,UniversityofMalaya,

楮�����杲�浥���������楯�

CCOP,UNDP/CCOP,Bangた｡L,p.184-187,

周�敬敧慴楯湯晴����������由瑩摩獣���特

来漱�楣��慮�捴慣��湯牴������慣��

margina1seasin伍ePhi1ipPines:Proc.e1eventh

sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangko良,p.188-196,

周��敧慴楯湯���慮搬�����周���

TτansectgeoPhysica1/9eoIogicalstudy:Proc.e1eventh

��楯湃�倬��斗�倬�湧歯�倮����

周��敧慴楯湯���慮搬���敲潭慧�瑩�畭�

○丑shoreandon_IanaareasofsouthemThailand:

Proc･e1eYen也sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bang-

歯紬倮��㈰�

周��敧慴楯湯���慮搬������慮�散瑯��

oftheAndamanBasinand出edevelopmentand

摩�物�瑩潮潦��敲楮杭楮敲�慮����牢潮

zones:Proc.e1e∀en伍sessionCCOP,UNDP/CCOP,

�湧歯��㈰�㈰�

TheDe1egationofThai1and,1974,Geo1egyof止eGu1f

ofThai1andanditsi㎜plicationsforpIatetectonics

慮��慴�浩�牡�数�楴�偲���癥����潮

CCOP,UNDP/CCOP,Bang良｡k,P.208-213.

周��敧慴楮潦周�������牴����慮�

�慥卯�卵癡��整�牡�散����楣�彐���

gica1study:Proc.eleマen凸sessionCCOP,UNDP/

CCOP,Bangkoた,p.214-2151�
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CCOト亙OC合同作業グルｰプ第1回会合

(て975年東京)文欝

周���捴��来����楮慴��乄�散�楣�

SupportforRegiona1O任shoreProspectinginEast

�楡���偲���楮業����瑩潮潦����

����������瑰�杲�浥景�慳瑁�愬

偲��睥����楯湃�倬��斗�倬�湧歯�

p.223･一一226.

Untun9.Mohamad,1975,ImP1ementationoftheJaマa

�慮�捴偲�散瑦�������������

�浥���牡��偲��睥����楯湃�倬

UNDP/CCOP,Ban敏｡し,p.226-230.

H蛆T0N0,H.M.S.,1975,ImplementationoftbeBanda

��牡�散���捴景牴��佐������

assessmentPr09ra皿皿e:Proc,twelfthsessionCCOp,

��斗�倬�湧歯��㈳�㈳�

周��敧慴楯湯晴�剥��楣潦��愬����湯昀

潰敲慴楯�景牴�剥��楣潦��愧獰��捴�昀

theCCOP/IDOEsea-bedassessmentPro壁amme:

偲��睥����楯湃�倬��斗�倬�湧歯�

p.240一一241.

周��敧慴楯湯晴�剥偵�楣潦��愬����湯昀

operat三〇nsfortheRepublicofKorea'sprojectIIof

theCCOP/IDOEsea-badassessmentProgram㎜e:

Proc.twe雌thsessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangko良,

�㈴�㈴㈮

周�敬敧慴楯湯晴�������������晡捴��

瑩���瑩湧瑯�佐月��牡�散瑰��捴���

������偲��睥����楯湃�倬��一

�佐�慮��������

周敇������癥��慰慮���偲�����牴

瑯����の��偲�散瑳�楮杵�敲�步��

�摯��愨����批����散��物慴�

Proc.twe1f凸sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangた｡た,

瀬㈲�㈲㌮

周�慰慮���漱�楣��������物�来���

������桵�敲�步�����湍整������

Agency:Proc.twe1王thsessionCCOP,UNDP/CCOP,

Bangた｡k,p.177.

NlムsU,N.,1975,GeoscienceresearchontheoceanHoor

�������慮�敵�癥�楴��偲��睥��

sessionCCOP,UNDP/CCOP,Bangko良,P.178.

周��敧慴楯湯�慰慮����瑩癩瑩�潦��慰慮�攀

�瑩潮���楴��晴���爭�楯湃潭浩�楯�

onGeodynamics:Proc.twe旺thsessionCCOP,

��斗�倬�湧歯�倬㈴㌭㈴�

NAToRI,H,anaD畑wIN,K.,1975.ITITJointResearch

剥�潴���楮�敲���摩浥��祥湶楲潮浥��

潦�湯�楣���瑳�潮���癥��楮��慮�

噉�����捥�牡����癡��潮�楡���

���慴�效���楯湯晃�倬�歹漬�佐

�����

SAT0,Y｡,!975,ITITJointResearchReport:Heavy

浩�牡�潭灯�瑩潮潦��慮�瑯�������

WestJava:Presentedattwe肚hsessionofCCOP,

To良yo,CCOP(XII)17.

NAToEI,H.,1975,ITITJointResearchReport:Asche一

�瑩捩��捨��晃�潺���略��湊慶��

adjacentareas;Presentedattwe雌thsessionofCCOP,

�絹漬�佐�����

Hos亘IN0,K.,1975,ITITJointResearchReport:Crusta1

�浣��潦�癡��������慴��晴���潮

潦�佐�����倨��巾�

Hムs醐AwA,H.1975,ITIT,JointResearch:Frequency

ana1ysisofthereま｡na1graマityanoIna1iesandits

慰�楣慴楯�潴��畧略牡湯���潦�癡���

���慴��晴���潮潦�佐�����倀

���㈰�

十丰�����呉告��剥��捨剥灯牴�牡癩�

慮潭���湧������慳瑯�慶�偲����

慴��晴���潮潦�佐�����倨��干�

SAN0,S.ユ975,ITITJointResearchRePort:Structura1

Pro丘1esacrosstheJapaneseis1andarc:Presen1=edat

�敬晴���潮潦�佐�����倨��干㈮

K畑ILI,∫.A､,1975,P1atetectnicsinsoutheastAsia:Th(･

�慴�晴��琺偲�����睥����楯湯昀

CCOP,Tokyo,CCOP(XI工)/42､

CC0ト亙OC合同作業グルｰプ第2回会合

(1976年クアラルンプｰル)文書

TheO舐｡eof伍eProjectManager,UNDP/CCOP,1976,

��潤����楲��瑳景��獵物湧�牲��楡�

heat_丑｡w玉ntheCCOPregion:Presente(1atthir-

teen凸sessionofCCOP,Kua1aLumpur,ROPEA-R.

〵�

TheO伍｡eoftheProjectManager,UNDP/CCOP,1976,

Re㎡ewofPro駆ammeactivitiesofCCOP-IOC/IDOE

却畤���慳瑁��散瑯��慮��������

�利�����慴�楲�����楯湯晃�倬

��慌畭�爬剏��刮〵�

TheO伍｡eoftheProjectManager,UNDP/CCOP,1976,

CCOPWor蛤㎎GrouponRemoteSensin9:Inter-

偲整慴楯湯晳慴���業慧敲�汯湧��慳瑁�愀

IDOE廿ansects:Presentedatthirteenthsessionof

�佐��������倨�����

TheInter-govemmenta1OceanographicCo㎜mission,1976,

Proposa1forestab1ishingaI･esponsiblenationa1

��湯杲慰��慴慣������景����

�畴�慳瑁��偲������牴�����潮潦

�佐��������倨��巾�

�������������浥整楮杯晴��佐

ExpertWor良ingGrouponRemoteSensi㎎一AReport,

��歳�灯��楮����瑩潮潦���楴���

geryfortheeastAsiaIDOEtransects,Bangkoし,

周�����㈴��特�������慴�楲�

�����楯湯晃�倬��慌畭�爬�佐

���干�

周��敧慴楯湯晴�������������晡捴��

ties｢e1atingtOCCOP/IDOEtransectprojectsin出e

������偲������牴�����潮潦�佐�

��慌畭�爬�佐���干�

HosHINo,K.,HA駆,H.andKImG且sA,Y.,1976,Structura1

晥慴��楮�潴牡�散��慳潦�������楴�

sate11iteim貝gery:Presentedatthirteenthsessionof�
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�佐��������倨���㌰�

周��敧慴楯湯�慰慮������楮���瑣�

偲�散瑯湲敧楯��散瑯��楮�畴�慳瑁��

偲������牴�����潮潦�佐���

�����倨���㌱�

周敇������癥��慰慮������潴�爀

浩�牡�穡瑩潮慳�捩慴����敧牡�瑩捲�歳�

偲������牴�����潮潦�佐���

�����倨���㌳�

SHoR･G･G･,1976,Marine丘e1dProgrammesbyU.S.

楮�楴畴楯�楮����剰��捴��慴畳�灯牴
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｢新刊紹介｣

｢現場技術者のためのやさしい地質学｣

日本の土木地質学はここ20年ほどの歴史しかもっていない新

しい字間である.しかもその誕生と発展は土木･建築の現

場での実際の要求の反映でその実状を生々しく投影したの添

本書である.したがって土木･建築の工事にたずさわってい

る現場技術者が必要とする地質学の知識を少なくともそのエッ

センスをまとめたというのカミ本書の内容であるが取り扱っ

ている範囲は地質学の歴史と基本原理から調査法にも及び目
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本の地質の特徴をもってしめくくるという構成をとっている上

撃者らの実際の体験から記述の軽重が定められているので初

心者にも興味を湧かせる面白さが本書をさらに価値あるものと

している.いうなれば生きた解説書といっても言い過ぎで

はないだろう.難解きを好む向きには適していない.

書名現場技術者のだめのやさしい地質学

著者陶山国男･羽岡忍

出版社築地欝館(東京都中央区築地長谷川ビル内
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